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――技術的にも新しいことを試みて
いるようですね。
竹下■例えば、カメラが移動すると
ちゃんと立体的に背景が動く「バーチ
ャルな背景」や、まるで空中で、出演
者が文字を書いているかのような「エ
アリアルライティング」といった技術
も試しています。YouTubeというプ
ラットフォームがあるからどんどん
試していけるのです。
　初期のテレビはみんながいろんな
おもちゃを箱にごっちゃ混ぜにして、
そこからいいものを番組化したり、
新しいものを発明したりしていたと
思います。それは今のYouTubeに近
いように思います。

ーソンにぜひ見ていただき、このメ
ディアのコミュニティに参加してほ
しいと思っています。新NISAが本格
化し、地政学や安全保障も経済を軸
に考える必要があります。経済や金
融の視点を持たないと世界の今後を
読み解けない。投資をどうしたいか、
自分のキャリアをどうしたいか、ど
う生きていきたいか、さらに日々の
食事やお酒をどう楽しみ、自立した
経済市民として生きられるのか。そ
ういった方たちの“杖”になりたいと
いう思いがあります。

――独自のコンテンツを作っていく
なかで、地上波のテレビとの関係は
どうなっているのでしょうか。
竹下■これからも連携を深めたい。
例えば自分たちが取材した内容が「N
スタ」などで放送されることもありま
す。CROSS DIGで評判だったゲスト
が「news23」や「Nスタ」「サンデー
モーニング」に出ていく流れも生まれ
るはずです。デジタル時代の「ゲスト
の発掘機能」も備えて、地上波のお役
に立ちたいですね。YouTubeは世界
的な影響力が高まっているので、来
日 し た 海 外 の 経 済 人 が「 ま ず は
CROSS DIGに連絡をする」という流
れも生まれつつある。
　記者クラブでは入手できない情報
なども入ってくるので、それを積極
的にTBSグループ全体で生かしたい
ですね。デジタルと地上波を対立で
考えることはまったくなく、お互い
が繋がっているようなイメージです
ね。そういう新しい時代に突入して
いるのだと思います。

――どうしてTBSがブルームバーグ
と提携してこのニュースサービスを
立ちあげたのでしょうか。
竹下■これからは経済と金融の時代
です。そこに強みがある世界有数の
マルチプラットフォームのメディア
企業と組むことに大きな魅力を感じ
たからです。コンテンツはニュース
という発想の枠を良い意味で拡大し
て、経済と金融の知識を得られる学
習コンテンツであるとも考えていま
す。ブルームバーグの映像ドキュメ
ンタリーを配信したり、海外の方に
インタビューしたりしてTBSのグロ
ーバル化も進めています。
――スタートから1年ほどで700本
以上の動画が作られています。体制
はどうなっているのでしょうか。
竹下■映像制作者や営業など全部で
数十人のスタッフで運営しています。
TBSの番組と兼務ではなく、こちら
の専属で業務にあたるスタッフも多
い。知恵を絞って、本気でコンテン
ツ作りに臨んでいます。
――YouTubeを動画配信のプラット
フォームとして選んだ理由は？
竹下■YouTubeの政治的、経済的な
影響力が世界で高まっているからで
す。私は「ハフポスト日本版」という
メディアにつとめていましたが、当
時からYouTubeが完成されたプラッ
トフォームだと感じていました。デ
ータもメディアに公開してもらえる
のが大きな魅力です。
――これらの動画を特にどんな方に
見てもらいたいですか。
竹下■20代から40代のビジネスパ
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YouTubeとテレビが連携した
新しい時代になっている

初期のテレビの混沌とした力が
今のYouTubeに感じられる

【人類に残る選択肢は2つ】台湾のオ
ードリー・タンが語る次世代AI
台湾初代デジタル担当大臣、オードリ
ー・タン氏が登場。「デジタル民主主義」
をテーマに、AI・テクノロジーがもたらす
民主主義の未来を語ります。社会の分
断を乗り越える概念「プルラリティ（多
元性）も解説。SNS
の本来機能、ディー
プフェイク対応策、
合意形成の理想の
形、そしてデジタル時
代における「生き方」
のヒントを提案します。

テレビ局として、独自の動画配信にフォーカスしたニュース事業を立ち上げられたのは、ユーザーニーズの変化に即した素晴らしい取り組みです。
YouTubeでさまざまな実験や開拓を行い、シナジーとして地上波報道番組に還元される流れが、今後業界に広まることにも期待しています。 
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